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漏蕃観測部月報
　　太陽諜報告

太陽課幹事　　柴　田　淑　次

昭和四年を迎へて，太陽課一同謹んで新年を賀し奉る．

歳が更ってみるのに，まだ去年の十一月の事をごたごた書くのは，一向面

白くない．去年の事をいへば鬼が怒るから後廻しにして，もつε景氣のい

x事を云はう．

　此の太陽課の毎月の報告は，もつE，賑やかなものにする積りである．

；其最初ミして，今年から，二頁に増大しナこ．そして出与るだけ，太陽の窮

眞や挿叢なんかも，曹しさし入れるつもりでるる．多分明月號には立派な

爲眞が七半，堂々：三お目見えするε思ふから果しんでお待ち願ひ難い．少

くも天界誌上で，最も面白い頁にする積りである．

　現今，太陽爲愛の撮影機は，18cnユ望遠鏡であるが，此間此の望遠鏡は大

掃除が行はれナこ．今迄，京都天文肇の18cm赤道儀ミ云へば，誰しも，あの

ほこりにまみれた物を想像したものである。所が一♂うして一躍結果

は，實に立派な望遠鏡になって，今では，18cm望遠鏡E云へば，最も優秀

なものになってしまった．例へば，今望遠鏡につみてるる時計仕掛なんか

も，誠にエ合よく廻るし，從って天腿嘉眞も立派なものが撮影できる．叉

聞く所によるざ，近々山本歎授により星のスペクトルの撮影に用ひられる

ε云ふ事である．こんなわけで，京都天文塁に再び三年以前の「七吋大赤

道儀時代」が復活するのも遠くはあるまい，從って太陽爲眞の撮影にも盆

々コンディションがよくなって早る．

　所で，此の前には，京都天文墓に活躍ぜる太陽課の人々をお知らせした

か，其順ミして今度は地方の黒貼観測者を一一ue御報告申上げる．

　　　三澤　勝衛氏　　（諏訪）　80mm　　屈折望遠鏡　　83×

　　　魑井　壽彦氏　　（大分）　26mm　　　　同　　　　57×
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　　　佐藤　二二氏　　（濱田）　25mm　　　　同　　　　50×

　　　宮本正太郎氏　　（廣島）　56inm　　屈折望遠鏡　　64×

此れらの人々は過去牛議乃至撒年の久しきに渡り誠に重要な材料を提供

された，所で溺れを見てもわかる通り，現今の黒鮎観測者の分布は内地で

は可なり均等にいってみるが，それでも京都以東にはf■　X’三澤氏一人きり

しかない．故に3うしても，智東奥羽地方に傷心な観測者が慾しい、そう

して更に慾を云へば，北海道下心朝鮮にも是非熱心な方々の出現を望む．

此の意味において，北海道皇遡朝鮮各支部の御奮圖を望んで止まない次第

である．爾太陽黒瓢観測法については本月號に書くつもりであったが紙面

の都合⊥，遺憾ながら來月號に濃る事にした．

　　　　　　　　　　　　　　「太陽黒蝿観測者を募る」一之れが我太陽
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　課の新年の初めに諸氏に封ずる，唯一つのお願g
　である．

　　　摺て，いよいよ紙も少なくなったので，去

　年の話をいたしませう．

　　十一月ミ云ふ月は，誠にいやな月であって，

　あの，めでたい御大典があるに拘らす，雨降り

　ばかりが鋤いた．此んな事は以前にも例がない

　ミ思ふ，それ故に太陽爲眞も全然，駄目で去る
1＋脳劣・や漱績であっt・・カ・しかし要

　するに太陽虫は卒色歌態でtt　N’中旬の初め頃，

　南牛球に一大黒瓢が出現してそれについて多少

　面上がざわっいkにすぎなかつナこ．此大黒黒毛は

　十月にも中旬やつばりあばれた事のある者で，
L

　なかなか元氣のよい黒黙である．しかし此れは

眺乱淫驚認灘灘灘1続
　て僅かに小さい二三個の黒鮎よりの集りが一寸

　ある位にすぎなかった，小望遠鏡の所有者には
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気をつけなければ見おεされたであらう・此んなわけで此頃の太陽面は活

動する部分ミ，しない部分ミに分れてみる様に思はれる・故に活動する部

分が裏側へまはるミ，誠に淋しい感じがするのでもういつかの様に後から

から聯塾して大黒貼も現はれさうにない．要するに，太陽黒瓢活動の峠も

いよいよ見え出したらしい．

　　　　　　　　　　　　彗星界の近況

　　　　　　　　　　　　　　彗星課長
　　　　　　　　　　　　　山　本一　清

　昨1928年の彗星界は近年に例の無い淋しさであっナこ．登見された彗星は

下記の3個であって，之れを1925年度の13個，1926年の7個，1927年の10

個に比べるε大憂な違ひである．

（1）　1928a．　ラインムhト彗星　〔新彗星〕　二月22日濁國ハイデルベルヒにて

（2）1928b．　ジヤコビニ彗星　　〔新彗星〕三月17日母国パリ1：’（

　（3）　19280．　フナル・ベス彗星　　〔新彗星〕

　　　　　　　　　　　　　　十月28日　　日本水澤にて（山崎氏）　　　　　　　　　　　　　｛＋一月，、日繭ダ．．，ン〔、て（。。J。。祇）

ラインムーF星Σジヤコピニ星の漕息は本誌第86號や第88號にある．ライ

ンムート星は其の後，五月21日ハイデルベルビ天文皇で観測されたのが最

後の報告であって，それからは不明である．しかし，ミにかく前後三ケ月

にわたる観測によって此の彗星が木星族の週期彗星であるこεが決定した

ジヤコビニ星は三月末まで見えナこきりで，其の後の槻測は嚢表されてみな

い．クロンメリン老は二物線軌道ε二二軌道εを一つづ、獲表して，何れ

が正しいか實際観測によって確かめて貰ひtいε申し出てみるけれさ．

　京都の御大典が略々終りに近づいた十一月24日，コペンハーグン電報に

より吾々はフオルベス氏嚢見の新彗星のこミを知った．そして此の暗號電

報を意課するや否や，吾人の頭に，「之れは十月末に山崎正光氏が見つけた

Eの噂：ある星ミ同じものでは無いか？」Sいふ疑ひが閃いた．フオルベス

氏の星の位置は
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　　日暗　　1928年十一月21日2agO．O分　（萬國呼）

　　諜ぞ欝　響蟷：｝隅・・分・・）

　　光度　　6等

水澤の山崎技師は口径20センチの反射式彗星捜索機を持ってるる．之れを

以って「近々から彗星捜しを始めるつもりです」ε，氏は去る九月末に筆者

に語られたこεがある．そして其れを直ぐ始められfこらしい．水澤は天氣

が餓り良い所ではないけれ♂，附近は廣く開けた李野であるから，東西の

低い地ZF線も見えてみて，若し晴天ならば，彗星捜索のためには良い．氏の

手紙によるε，氏は十月11日夕刻に赤経19hlO皿赤緯一7Dの天に彗星らし

いものを認めたが，之れは星雲であった，其の後，十月28日の早朝4時か

ら5時までの間にしし座ヒ星の北1．ばかりの所に彗星の如きものを見出し

たが，時間が無くて其の四目の存否を確かめなかつk．そして室は其の後長

く曇ったが，十一月10日朝，晴れたので叉ヒ星の北を見たけれさ，もはやi彗

星黙のものは見えなかつナこミいふ．IM崎氏は10月28同朝のヒ星附近のXケ

ツチを京都へ迭られkので，早速，渡邊理學士が調査された所，比較星を

　　a＝＝B．D．十802458（8．9）＝＝AG．　（Leipzig）　5688

　　b＝B．D．十802453（9，3）＝A．G．　（Leipzig）　5675

して見るミ，彗星らしいものはab線上にあって，　bよりaの方へ3分の

一ほさの鮎である．故に其の日野の時刻の此の天降の位置は

　　　八時垂　11hlm24s　　　　　　　　赤緯十8032／2　　　　　　　　（歯黒占1928．0）

之れはいかにもフオルベス彗星ε同じものらしい．光度は山崎氏自身が約

10等級ε報じてゐられるけれさ，自分が制暑しfc所ではむしろ8等である，

　京都では十一月25日朝から四五入が此の彗星を見やうε努めたが，25日

は生憎濃霧で駄目．翌26日朝，中村柴田小山三君が其れ々々東天を捜した

けれさ目的の星は何も見えなかった．雪辱は良かった．（しかるに，同じ日，

18センチ屈折機を使用した村上忠敬君はからす座イ星の南冥に可なり著し

い星雲歌のものbe　一一つ見出した．之れも，やはり，蓮動を確かめるに至ら

なかったが，予予のものN位置がフオル〈ごス星の豫定：位置からloほさも違

ってみるのが氣がかりであって，次ぎ’の晴天の日に確かめなければならな
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い．）東京天文皇へ問ひ合せた所によるε，やはり叉「シヤシンニモウツラ

ヌ」εいふ返電を得た　〔後記，村上氏獲見のものはフオルベス彗星ミ

確定しナこ！！〕

　其の他，　1928年中に観測された彗星はスケレルプ星1927k，エンケ星

ステアンx星1927d，シブスマン・ワクマン星1927i等である．

　　　　　　　　　　　　流星の報告について

　去る日，新潟の一會員から次ぎの如き報告を受けk，

　拝啓

　　（1）　昭和三年十月一日午後六時二＋九分

　　　　山羊座δ星大流星落下方向通過高度二十七度

　　　　　計算　南37。3町東　高度26。4α

　（2）　同　三年十月’一一日午後七時二分

　　　　フナマ　iV　）Sウトの大流星落下方向通過高度十一度

　　　　　計算　南37a45，東　高度11b12’

　右御報告申上候　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　十月二日

此れでは何の意味だか，さつばり報告の内容が分らない，「計算」ε・いふの

が如何なる理論によって如何に行はれたのか？想像して見るE，報告者は，

流星が皆すべて個々の恒星から落下して來るEでも思ってみるのか？ミに

かく天文學の入門書を今一度讃み直して貰ひナこいし，叉，もつミ素直に見

たありのまΣを報告して貰ひたい．

　（前略）昭和三年十月九［1午前四時四十五分，下記の様な方向

　に相當大きな流星がありまし7こ・光度等に就きましてに私は存

　じまぜんから甚だ残念です・右圖の七つの黙［工北斗七星です・

矢の方向に矢の長さぐらゐ光りましすこ・ちょうご八日に終日雨

　天でしたが，午後七時頃より晴れ初め，十二噂頃は實によく晴

れ豪しナこ・（後略）

之れは誠に率直な観察報告であって，このまX，

　　　　　　r
pt　ee　1／

　　ig
o’W

@．i
・を／ P

L－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よく意味は通じてみる．

生まじひに計算なさしないで，むしろ天の景色のスケッチなさによって，

ありのまxを報告して貰ひたい．
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　　　　　　　　　　　攣光星観測報告　（1）

　　　　　　　　　　　攣光星課幹事　小山秋雄

新に本四會員

　竈井面彦（大分縣臼杵町市濱）
　ホソヤ
　細谷治雄（東京市小石川腿大塚町四一に，8號）

爾氏の観測を得た．耳塞氏は黄道光太陽観測にて有名な方，細谷氏は年若

い熱心な方である．観測報告用紙は申込み次第差上げるから，さなたでも，

毎月25日までに報告していた草きたい．本月分は次の通り，

観測者　観測地　　　器械
　勉井面彦　　臼杵　　　　　肉眼

　小山秋雄　　京大天文肇　　ガリレナ式双眼鏡（2・5×）

中村要　　京大天童塵　　16センチ反射鏡（46×）・5センチ屈折（8×）

　細谷治雄　　東：京　　　　　肉眼・双眼鏡

村上忠敬　　京大落剥蔓　　18センチ屈折（70×＞5センチファインダー

　備考　時刻に日本軍央標準時・24時制彪用ひ7iPPち23時ば午後11時の事・
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　　　　　　　　　　　　　攣光星課より

．わしのη，セフエウスのδ等の観測　瓢湖氏のわしのnの申事の様に一

日置一度でよいから（同じ夜に藪度観測するのは却って誤った結果を得る）

氣永く敷ケ月綾けて数十個の観測結果を得ねばならぬ．アルゴルの襟に一

；夜引き瞬き齪測して極大極小期を決定する等ミいふ事はできない．

　曇天や月光のfcめに，一週間や十日εぎれてもかまはぬから，εに角観

測を永く綾け，その結果に現在わかってみる週期を加減して，一回の週期

に観測をまεめそして整理するのである．何れその中に例を畢ける．

　時間は日の百分の一までよいから時間の十分の一樹讃んでおけばよい．

　肉眼的憂光星圖の中の星では，ふたこのζ，ことのβ，が同様の観測方法

が用ゐられる．

　アルゴルの観測．グラフに書いて見らるればわかる様に麩呼氏の観測よ

り見事に11月22日23時58分ε極小期がわかる．同夜の細谷氏の観測よりも

その事がうなづける．罪報にほN“　””．．．致してみる．京都でも同夜小山，柴田，

今井顯治氏が観測したが，極小の頃から曇ってしまつナこ．

　難重氏0）観測は光階法で，比較星にはYCas，βC・7LS，βAri，6　Cas，ζPer，

巳per，　Y　per，βTri，δPer，εCas，αThが用ひられた．月齢10であっナこが

さして影響はなかつナこ様iである．

　細谷氏は比例法を用ひられ，上記の他に，YAnd，・x　Per，　v　Per，16　Per，

等を比較星にεられてるる．

　魑井氏は同月二十日の夜にも観測されてるるが，光階法でやれば，一一tE

観測すればその次からは精曜な観測ができる襟になる．

　ユリウス日

　攣光星の極大，極小期を扱ふ時の襟に，互に相當隔った時の差を求めナこ

のする時には，何年何月何日等こして計算してみては厄介であるから，、天

文の方では，ユリウス日なるものを定めて，それを使って憂光星の槻測，

彗星，小遊星の近日鮎通過の時等の計算をする．

ユ・ウ・日は16世紀にJ・…1・g・・が訓敵た紛◎一年を36・÷

臼ミ算へるユリウス暦を用ひて，7980年を・一一ユリウス週期Sしナこ．
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　此の7980：三いふ数はSQIar　Cycle，　Lunar　Cycle，　Cycle　of　Indictionなる

暦學上の週期が夫々，28年，19年，15年であるので，それの最：小公倍数を

εつたものである．そして此のユリウス週期の元期を西暦紀元前4713年

1月1日εし，その日をユリウス日の第一日ミしナこ．此の日付も上の三週期

が丁度此の日から始ってみる様になるので憎んだのであって，暦學上の隅

題からでてみるのである．

　此んな風にユリウス日なるものX紀元を定めるε，ユリウス週期は紀元

3267年で一週期を終へるわけである．

　ユリウス日のその年の便は種々の年表，例へば天文年鑑に掲げられてる

る，次表は十年間の毎月0日のコ・リウス日である．（10日0）ユリウス日を

求めるには，その月の零日の贋に10を加へればよい．）はじめの242が略され

てみる．
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　此慮で少し面倒なのはユリウス日の塑がグリニチ常用時（天界91

號457頁参照）の12時帥ちグリ＝チ卒均天文時によってみる事である。数
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年前，暫くグリニチ常用時によってみた事もあったが現今ではやはりグリ

ニチの正午を以ってかわりめこしてみる，だから，例へば本年の元旦師ち

1929年1月1日の午後9時のユリウス日を求めるε先づ表より蜜25613ε得

る．次に日本中三二準時の午後9時はグリニチの正午である。だからコン

マ以下一周目．までミれば，2425613．0εなる．同じく午後11時では5613・1，

叉午後7時では5612．9，」叉2日午前2痔では2613，2ξなる．
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＊　に肉眼的攣光星観測用星圖に圖のあるもの
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　双眼鏡ざ攣光星槻測

　讃者の中に双眼鏡を所持してゐられる方は可成多からうε思はれる．そ

の双眼鏡を利用さるれば，案外多くの攣光星が観測できるものである一・肉・

眼的墜光星星圖に含まれてみるものは勿論，前表の星は大部分観測ができ

ろだらうε思ふ表以外にまだ双眼鏡で観測のできる星は短週期，不規則

攣光星の中にはあるが，観測の容易にして，且學界に観測結果が直接に役

立っ黒占でミラ足長週期攣光星を選んだ．

　自分の使用してみる双眼鏡は物置きの中にはうり込まれてあった．古い

ガリレオ双眼鏡だが，倍率二倍牛，堅甲の廣さ十度，7．0等星までは観測が

できる．自分一個の考へであるが，低倍率，廣角度，覗野の明るいεいふ

灘で，憂光星観測用にはプリズム入りのものより却って便利かε思はれる．

（ガリレオ双眼鏡は一般の望遠鏡及プリズム双眼鏡ε異り，頭物レンズの

口径の大なる程，視野廣く，集光力は倍率の高くなる程大になる）

　前表はハーバーード年報（Harvard　Annals）の79巻よりSつナこものである．

これに1よ1900年より1920年までの長週期愛光星（iラ型）二百数十個の観則

結果が載せられてある．その中から極大光度7．0痔以上のものを選んだ。

　大部分は現在世界で長週期愛光星の観測には最大皇威であるアマチユア

ーの會，米國A△．V．S．0，の會員（我國でも撒人その會員になってゐられる）

の観測によったものである．南緯25．以南の星は含まれてみないが第一表の

星は皆古くから観測せられ最もよく観測されてるるものこいってよからう．

　注意すべきは此期に掲げた極大，極小の光度であるが，他の愛光星の表

は多く，極大，極小の光度こして今迄観測せられた最大，最小の値を掲げ

てみる．だから何時も極大時期にはその光度迄上るものε思って観測して

みるεεんだ失望を感んする事がある．併し此の表の光度は極大，極小，

夫々二十年間のZF均がεつてあるのだからその心配はかなり少なくなった

ミいへよう．此の光度より一等級も大きい事がある．叉小さい事もある．

　極大時期εして與へてあるのは，やはりA．A．V．S．O，會員の観測，：大部

分よつたものでハーバード回報（Harvard　Circular）よりミつた．本年の極

大時の豫報は天文年鑑の本年度のものにある．
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　うみへびのV　1900－1920年間は極大光度5．9－7．0，そのzF均は表の如

く6．6であったが，A．A．V。S．0會員中の三四名の連績観測によって，1923年

頃より週期に不規則が甚しくなり，且極大極小光度共に淡くなり，1925年

の三，四月には極小光度12．5等迄下った．その後はまた少しづx上下しな

がら層託して來てるるが，1928年にはまだ八等9等で双眼鏡では観測はで

きない．

　A．A．V．S．Oの観測を一手に引き受けて整理してみるHarvard大學のカン

ペル氏（L．Campbe11）がその機關雑誌1三もいふべきPopular　Astronomy

に述べてみる所によるε，此の星は週期530日2等級あまりの憂光ミ6等を

攣光範園εする週期17年なる憂光によるのであって，1891，1908，1925年

が後の週期の極小時に當ってみるのだεいふ事である．

　赤色著しく，個入差も大にして一一等級位の系統的差異が表はれてるる，

南室低いので緯度の少しでも車糖より低い我身にて観測せられうのは望ま

しい事である．

　表の星は殆んさ総て極大時に双眼鏡又は小望遠鏡（口径2センチ乃至4セ

ンチ程度，倍率十倍以下）にて観測のできるものばかりである．肉眼，双眼

鏡にての闘測は，ミもすれば取扱ひのおっくうになる望遠鏡槻測より容易

に連綾観測ができるから小さな器械を持ってるられる熟心なアマチユアー一

の観測家の輩出せられん事を望んでみる．

　禽ほ憂光星の観測用連圏は完成してみる．十五枚一組途料共實費30鏡に

て希望者にお頒ちする．圖の大ききは15糎×20糎．理研感光紙に焼いてあ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小　山）

廣告観測部で今回太陽観測の爲に．「ストニーノ・一スF板」の複製を

作りましfこ・脛絡センチの圓に太陽の中心の緯度に慮じて経緯線が引いて

あり，太陽を詳細に観測して黒馳の繧緯度を求めるには無くてはならぬも

のであります・原板から理研三三青爲眞に作りましfc，七枚一組途料共

40銭（8組限り）


